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電気インピーダンス分光法（Bioelectrical impedance spectroscopy : BIS法）を
用いて評価した骨格筋の質的変化が筋力に関連することが報告されている。BIS
法は、骨格筋組織内から細胞内液量（Intracellular water : ICW）と細胞外液量
（Extracellular water : ECW）に分類することによって筋組成を評価する手法
であり、超音波画像診断装置と同様、非侵襲的かつ簡便な測定ができる点におい

















mass index・膝痛の有無、モデル 2では ECW/ICW比を追加して、膝伸展筋力
との関係を検討した。 
全対象者の膝伸展筋力は 92.8±26.6Nm、筋厚 3.18±0.6cm、エコー輝度
97.0±10.8、ECW/ICW 比 0.75±0.23 であった。重回帰分析の結果、モデル 1 で
は筋厚（β=0.30）・エコー輝度（β=-0.17）が有意な項目として選択された。モ
























以 上 の 研 究 は 、 高 齢 者 の 骨 格 筋 変 性 の 解 明 に 貢 献 し 、
非 侵 襲 的 か つ 簡 便 手 法 に よ る 評 価 で あ る こ と か ら 臨 床 応
用 へ の 発 展 に 寄 与 す る と こ ろ が 多 い 。し た が っ て 、本 論 文
は 博 士 （ 人 間 健 康 科 学 ） の 学 位 論 文 と し て 価 値 あ る も の と 認
め る 。 な お 、 本 学 位 授 与 申 請 者 は 、 平 成 3 0 年 1 月 2 5 日
実 施 の 論 文 内 容 と そ れ に 関 連 し た 試 問 を 受 け 、 合 格 と 認
め ら れ た も の で あ る 。  
要 旨 公 開 可 能 日 ：    2 0 1 8 年   月   日  以 降  
 
